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内容の要旨及び審査の結果の要旨
中枢神経系においては，脳傷害の時期により神経細胞の反応が異なることが知られている。例えば，軸
索切断後の神経細胞の逆行変性は幼若期に強く現れる一方で，幼若期には脳の可塑性が高く発達途中の神
経回路網の変更が容易に誘発されることが報告されているが，聴覚系における知見はきわめて少ない。本
研究では聴覚脳幹の１経路である内側上オリーブ核（medialsuperiorolive，ＭＳＯ)－下丘投射系の生
後発達と可塑性について実験形態学的に研究した。
〈ＭＳＯ-下丘投射系の正常発達〉
生後０（PO)，３（P3)，７（P7）日齢の新生児ラットと成熟ラット（５週齢）の下丘に逆行性蛍光ト
レーサー（Fluoro-Goid）を注入しＭＳＯから下丘に軸索を送る神経細胞を標識した。その結果，成熟動
物で正常に観察される同側性投射はPOから観察されたが，皮質脊髄路や皮質赤核路で生後一過性に現わ
れることが報告されている過剰な両側性投射はいづれかの時期にも認められなかった。またＭＳＯの神経
細胞はその総数において変化がなく一定であることがあきらかとなったが，Fluoro-Goid標識率は発達に
ともなって大きく増加したところからＭＳＯ-下丘投射は短い期間に成立するものではなくＰＯからP7の様々
な時期に軸索を下丘まで伸展していくものが混在していることが判明した。
〈脳傷害後のＭＳＯ-下丘投射系の可塑的変化〉
新生児期（PO，Ｐ３，Ｐ７）に－側下丘を実験的に剥離した場合，成長後（１か月後）神経回路網にどの
ような変化が起こるかを，Nissl染色標本による細胞数の変動と健丈側下丘へ注入した逆行性蛍光トレー
サー（Fluoro-Ruby）でのMSO神経細胞の標識を指標に調べた。その結果，１）軸索切断による逆行性
の細胞死はP7で最も高い頻度で起こる，２）投射標的（すなわち下丘）の剥離に対する抵抗性は成熟動物
で高い（Gudden効果)，３）一部のMSO神経細胞から交叉性に投射がおこり異常な線維連絡が誘発され
ることがあきらかとなった。
この可塑的変化は，MSO-下丘投射の正常発達の実験結果とあわせて考察すると生後一過性にみられる
過剰な反対側投射の残存や発芽現象によって形成された異常投射ではなく，生後おくれて下丘に軸索をの
ばす神経細胞によって形成される異所性投射であると考えられる。
以上，本研究は脳の発達と可塑性に関して，いくつかの示唆に富む新しい知見をもたらしたと評価され
た。
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